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外国人の子どもの就学
　　　　　　　　　　　　山崎さゆき(大和市民会議 /市議）
昨年、大和市に中学への就学を希望した外国人の子どもが、年齢
超過のため受け入れを拒否されました。約１か月後緊急対応が行わ
れ、現在は受け入れされています。昨年３月の国からの通知には、年齢
超過の子どもも柔軟に受け入れる旨の記述があり、通知があった時
点で検討されていたら、申し込み時にすぐに対応できたはずです。
　入管法の改正により、今後外国人の入国は増えるものと予想され
ます。来日するのは「労働力」ではなく「人間」であり、「市民」となる人
たちです。一人ひとりに寄り添った支援が求められます。

参加障がいのないまち作りに向けて
　　　        前田多賀子 (厚木市民自治をめざす会）
横浜市瀬谷区にあるカムオン・シェシェでは、外国人の子
育て家庭向けの通訳や翻訳を地域で暮らす同国の人が支援
をしています。
　外国語が母語の人は、生活に必要な情報サイトにアクセス
しにくいのが現状です。特に子育て情報は届きにくく妊娠期
に多言語による母子健康手帳を交付することで、出生時に必
要な届け出や母子の健康にかかる情報が手に入りやすくな
り、子育て支援に有効です。地域で暮らす全ての妊産婦への
対応は急務です。子どもや不安を抱える保護者への支援とし
て、日本語教育や母語教育に必要な支援を予算化し、教育に
通じた通訳者を育てる環境整備も必要です。
　今後は、自治体ごとに支援拠点を持ち外国につながる子ど
もたちに関わる関係者
や、保育や教育に通じた
専門家が地域と学校や
家庭をつなぎネットワー
ク化していくことを提案し
ていきます。
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外国につながりのある子どもや
　　　　　　　　家族への支援の課題
　　　  　　　加藤よう子（座間市民ネット/市議）
座間市では、2709人 (2018年 1月）の外国籍の人が
住み、年々増加しています。市役所の住民票や戸籍などの
窓口では、英語・中国語・韓国語・スペイン語・ポルトガ
ル語・タガログ語の6ｶ国語の電話通訳制度をかながわ国
際交流財団と契約しています。子育て世代包括支援セン
ターでは、財団が作成した「外国人住民のための子育て
チャート～妊娠・出産から小学校入学まで」のチラシを配
布しています。これからは外国につながる人々が、多言語相
談窓口「多言語支援センターかながわ」や財団のサービス
を利用できるよう、公共施設のあちこちにポスターやチラ
シを配置することが必要です。　
座間市のHPには6ｶ国語 自動翻訳機能がありますが、
4番目に多いベトナム語がなく、「やさしい日本語」がありま
せん。災害情報等を含め、多言語の活用状況を調査していく
と共に、多文化共生の方針を持つよう働きかけていきます。

外国人数の推移と県民比
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＊2011 年度までは外国人登録法に基づく外国人登録者数、2012 年度以降は住民基本台帳上の外国人数
　（なお 2012 年度までは 12 月 31 日現在、2013 年度以降は 1月 1日現在のデータ）
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【やさしい日本語の事例】
    ごみ収集→ごみを集める
    無料→お金はいりません
    懐中電灯→手に持つ電気
    避難所→みんなが逃げるところ
    余震→後から来る地震▲カムオン・シェシェの事務局 金子さんと
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き
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共
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